


































































































































































































また『晋書』巻六四簡文三子伝・会稽文孝王道子 よ と、 「中書郎范甯もまた深く得失を陳べ、帝是れにより漸



























































































































































晋帝は孝武より以来、常に内殿に居り、武官書を中に通呈する 主り 省官一人 以て詔誥に管司し、任は西省に在り、因りてこれを西省郎と謂う。

































































































兄弟相続を採用するということは、権力 継承が縦ではなく横に広がることである。この権力 相続方法が られる
要因として、①次世代の不在、②次世代の成熟を待てない いう二点が考えられる。つまり権力継承の不 定さ、そしてその一族の権力基盤の弱さを露呈する相続方法と言えよう。
皇帝位を有する司馬家にとっては、賢才主義による有能な一族 長＝皇帝を選ぶ、とい 方法は極めて危険な手段で


































































南下してきた北来貴族をひとつにまとめるための象徴であった。宣帝の直系であるという血脈の正統性を有すのみで、自身の軍事力や勢力基盤が皆無に等しい東晋諸皇帝が皇帝であったのは、力を持っていないが為にど 相権掌握者政権下でも柔軟に対応でき、象徴として 役割 果たしていたからではなかろうか。ともす 出身や身分、政治運営の相違によって分裂や 立を引き起こしやすい内部情勢 中で、かろうじて「東晋王朝」 いう大きな枠組みの中でまとまっていたのは、皇帝が徹底して権威のみの象徴としてあったからであろう。
だが、孝武帝の皇権強化は、それまで柔軟に対応できた象徴である「皇帝」に、一定の型を作る行為であ 。その




















































（（）東府に関する史料としては、 『建康実録』 、 『資治通鑑』引所胡注、 『元和郡県志』 、 『世説新語』引注『丹陽記』 、 『輿地志』 、 『江南通志』が挙げられる。
（
（（）鄭安生「 晋四府考略」 （ 『歴史教学』一九八三年第四期）一二頁
（
（5） 『十七史商榷』巻四九・晋書七／東宮・西宮の条
倫自為相国、一依宣文輔魏故事、増相府兵為二万人、起東宮三門四角華櫓。倫与孫秀并聴妖邪之説、使牙門趙奉詐為宣帝神語、命倫早入西宮。案東宮者、 也、早入西宮者、為天子也。上文言司馬雅給事東宮、又言孫秀知太子若還東宮、将与賢人図政。彼東宮皆太子所居、与此東宮為相府不同。大約自魏及晋、洛京宮室、天子居西、而相府在東、故段灼伝「武帝即位、灼陳時宜云、陛下受禅、従 府 、兵刃耀天、旌旗翳日。 」而斉王冏伝亦云 冏起兵討趙王倫、恵帝反正、拝大司馬、加九錫、備物典策 如宣・景・文・武輔魏故事。冏輔佐、大築第館、 「北取五穀
東晋末期の権力構造（（








































































人名 出身 職歴 出典














司馬尚之 宗室 諮議参軍 晋書三七
司馬恢之 宗室 司馬・丹楊尹 晋書三七
桓石生 譙郡龍亢 長史→太傅長史 晋書六四、七四
王弘 琅邪臨沂 参軍→主簿→諮議参軍 宋書四二
車胤 南平 長史 晋書八三





江績 陳留圉県 主簿→諮議参軍→中書侍郎 晋書八三
范泰 順陽 諮議参軍→南郡相 宋書六〇
周勰 陳郡 謝安主簿→諮議参軍 晋書一百
何友 廬江 諮議参軍 宋書九一
江敳 陳留圉県 諮議参軍 晋書五六、世説第五
袁悦之 陳郡 参軍 晋書二七、七五
王徽 参軍 晋書七五
毛泰 栄陽陽武 太傅従事中郎 晋書八一
毛遁 栄陽陽武 太傅主簿 晋書八一












范甯 南陽順陽 甚被親愛 中書侍郎 晋書七五
王雅 東海郯 深加礼遇 晋書八三
殷仲堪 陳郡 甚相親愛 晋書八四












孔安国 会稽山陰 時甚蒙礼遇 晋書七八
虞嘯父 会稽余姚 親愛 晋書七六
（（
